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ＰＲＥ＊こだいら・・・議会レポート 

エネルギー基本計画の見直しを求める

意見書は提出ならず！ 
 

福島第一原発事故後初めて見直された第 4 次エ

ネルギー基本計画は、原子力発電をベースロード

電源と位置づけ、高速増殖炉「もんじゅ」の延命、

核燃料サイクルの推進姿勢などが盛り込まれ、原

発回帰の色濃い内容となりました。 

これを見直し、再生可能エネルギー導入の目標

数値と原発ゼロへの道筋を明確にすべきと議員提

案で国への意見書に取り組みましたが、再稼動容

認の発言が過半数以上を占め否決されました（自

民、公明、みんなの党、民主・社民の各会派が反

対）。 

国は原発ゼロの政治判断をし、再生可能エネル

ギーの促進に向け大きく舵をきるべきです。汚染

水や核燃料の最終処分の問題も未解決のまま再稼

動を進めるなどもってのほか！生活者ネットは、

諦めずに地域から原発ゼロを発信しています。 
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憲
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憲
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憤
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生
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者
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ッ
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は
、
世
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無
視
し
て
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走
す
る
安
倍
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権
に
対
し
、
あ
き
ら
め
ず
に

抗
議
の
声
を
地
域
か
ら
あ
げ
続
け
ま
す
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お問い合せ先   
住所／小平市小川町2-1333〈小平市役所7階〉 

電話／０４２－３４６－９５６６ 

〈議会事務局 内線３０１２〉 

電話・FAX／０４２－３４２－４４９４(事務所) 

メール／kodaira＠seikatsusha.net 

皆さまからの 

ご意見お待ち 

しています。 

 
生活者ネットワークの議員は、他の政党や無所属議員とともに自

治体議員立憲ネットワークに参加しています。 
※ 自治体議員立憲ネットワークは、安倍政権の解釈改憲による集団的自

衛権行使容認に向けた動きに危機感を抱いた自治体議員によるネットワー

クとして、2014年6月15日に設立されました 

回田町農林中金グラウンドの 

跡地開発について 
 

標記の開発について、近隣住民から住環境に配

慮した計画にしてほしいとの請願が出され、生活

者ネットも賛同し 9月議会で採択されました。 

周辺には大規模開発が続いています。小平の緑

多い環境を維持するとともに、子どもの数の増加

による保育園や学校への影響、交通状況の変化な

ども含め整備が必要です。 

 

 

皆さまからのご

意見、お待ちし

ています。 


